
　

赤潮の発生で水質悪化が表面化
したことをきっかけに住民の間で
環境意識が高まり、「滋賀県琵琶湖
の富栄養化の防止に関する条例」
が施行された一周年を記念して

昭和5６年に制定され、40年
以上が経過しました。

 ７月１日は
びわ湖の日

夏休み生き物観察教室、自由研究教室

赤野井湾探検会

時 ７月29日（金）、8月１日（月）、2日（火）午前9時～正午
所 目田川河川公園、ほたるの森資料館
内 水辺の生き物の採集から樹脂標本づくりやスケッチの手法

などを勉強
講 上

う え

西
に し

 実
まこと

さん（龍谷大学 非常勤講師）
対 小学3年生以上の人　定 １0人　￥ 5,000円

いずれも
申 ７月１5日（金）までに公式L I N Eアカウントから申

し込み（電話申し込み不可。申し込み多数の場合
は抽選）。

問 認定NPO法人びわこ豊穣の郷
　 （583）8686　

時 ７月23日（土）午前9時30分～正午（受付：午前9時）
所 玉津小津漁業協同組合事務所
内 漁業体験、ニゴロブナの放流、外来魚の解剖
対 小学生以上の人（小学2年生以下は保護者同伴要）
定 30人　￥ 3,000円（家族割引あり）

公式LINE
アカウント
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問 環境政策課　 （584）4691　 （584）4818
まちを変える　未来が変わる

GX（グリーントランスフォーメーション）とは、経済成長と環境
保護を両立させ、「2050年までに温室効果ガスの排出を全体と
してゼロにする」という、カーボンニュートラルにいち早く移行
するために経済社会システム全体を変革していくことです。

環境学習�イベント情報

赤野井湾でホンモロコの自然再生と繁殖

ホンモロコの産卵量の調査ホンモロコの産卵量の調査

水際の産卵風景水際の産卵風景

ホンモロコの卵ホンモロコの卵

赤野井湾の環境再生へ赤野井湾の環境再生へ
住民や団体の美化活動住民や団体の美化活動

貝や魚の自然再生を実感できる琵琶湖に

琵琶湖を冒険しよう

親子環境学習会＋ザリガニつり大会　

　地域住民や漁師、環境団体による石けん運動や清掃美化活動、湖底ごみ
除去、外来生物の駆除、水質・生き物調査などの地道な活動によって、琵
琶湖では貝や魚の自然再生を実感できるようになってきました。

　稚魚放流などで資源回復に取り組みながらも、南湖ではほとんど確認で
きなかったホンモロコの産卵。
　県水産試験場は、赤野井湾で平成29年から調査を続けてきました。年々
産卵量が増え、令和2年の調査からは急激な増加を確認。今年は水際の産卵
場所が卵で白く見えるまでになっていました。

時 ７月23日（土）午前9時～１１時
所 第2なぎさ公園
内 胴長を履いて琵琶湖に入り、魚とりや産卵調査をしよう
講 環境政策課 職員
対 小学3年生以上の人　定 １5人　￥ 無料
持 肌を出さない服装、帽子、タオル（雨天時カッパ・着替え）、

マリンシューズ（かかとのない靴不可）
申 ７月2１日（木）までに電話で環境政策課へ申し込み。

時 ７月24日（日）午前9時30分～正午（受付：9時～）
所 市民体育館会議室、ほたるの森資料館とほたる河川
内 講演「外来種って、何だろう」、ザリガニとほたる河川の話、

親子ザリガニつり大会
講 中

な か

井
い

 克
か つ

樹
き

さん（県立琵琶湖博物館 専門学芸員）
対 5歳～小学生とその保護者　定 １0組　￥ １000円／組
申 ７月１5日（金）までに電話またはファクスで下記へ申し込み。
問ほたるの森資料館　 ・ （583）9680


